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カ月経過した現在建在。牌臓への亘接畏潤倒は，文献的
にも極めて稀であった。 
30.堰吐を主窪扶とした空腸悪性1)ンパ腫の 1倒
室谷典義，浜野頼隆，辻、渋智哉
白戸寿男 〈船構中央)
最近我々は，空揚に多発した悪』註リンパ撞の工侭を経
験した。これを報告し多少の文献的考察を加えた。症例
は， 66歳女性。主訴は曜吐。Jj、競造影，血管造影等で空
腸悪性麗蕩と診断。湯切除術撞行。 Treitz靭帯のH工門但n 
30cm， 60c担にそれぞれ鷲卵大，鶏卵大の腫濯を認め
た。術後 VEMP療法を施行。捕後 4ヶ月現在経過観察
中である。 
31.後腹膜詣肪肉腫の 1偶
小野純一，三好弘文，角田洋三
竹内英世 (熊谷総合〉
後援膜撞蕩とは，横寵摸から骨盤無名線までに存在
し，腎，耳目腎，H草等と無関係な撞蕩と規定されている。
元来後腹膜彊蕩は詑較的まれな疾患であるが，本邦では
約1600例余習が報告されており，そのうち脂肪肉腫は88
例である。最近我々は左後腹膜控に発生した脂肪i者腫の 
1例を経験したので，若干の文献的考察を加え報告し 
32. EDの奏効した漬霧性大腸炎の 1例
朱 E宗~，坂本昭誰，酉島 i告
(千葉社会保険〉
漬場J生大場炎における DietTherapyの有効性に関し
ての報告詰まだ少主いが，今回，我々は EDの使用によ
予体重・一般状態の改善と同時に，費五il.抵蛋白血症の
改善をみ，援解iこ至らせることができた15歳の女f生のー
症例を経験し，内科的療法の 1つとして， EDの存用性
を認めたのでここに報告した。 
33.迷入蕗彊霧による小克腸重積症の 1例
並木正一，日滞利明，向井稔
山崎義和 (国保成東〉
腹痛，堰気を主訴として来院した13歳男子，イレウス
の診断にて需蔑した所，回腸末端よ予約100cmの部位に 
2 x 2 x1.3cmの撞癌を先進部とするIleo-ilealの重積
を認めたため約5cm切除した。組織学的には Heinrich 
I型の迷入罪であった。当症例は本邦第32例自であ!J， 
報告倒について文章夫的考察を加えた。 
34. 巨大皐丸謹蕩の 1倒
植松武史，相馬光弘，調毘玉
今園修，中島勝己〈県立生原〉 
36歳男性。腹部彊癌を主訴として来院。 Angiography
にて腹部停留皐丸と判明。腫蕩血管の Embolization後，
除皐街を行った。腫蕩重量4250g，主旦識学的に Semino-
ma pureであった。指後，腹部および蹄門部に 60CO黒
射し，化学療法として， CDDP投与を行った。 
35.死体腎移植後3年4ヵ月を経過して原管揮塞をき 
TこしTこ11弼
有我隆光，横山健部，柁原英彦
韓巣忠，大森耕一郎
〈国立佐倉〉
痘例は31歳の男性であヲ，死体腎移植後 3年4カ月目
に尿管閉塞をきたし，接説弁尿管吻合祷 (Boari法〉を
行主う事により無事社会復帰できた。本法は自己宗管を
利用できない場合にも有男な方法である。 
36. 胃t君除後sg石症の検討
花詞明宏，原 壮， /j、出義雄
粟野友太 く清水車生〉
中村武 〈中村外科〉
胃窃除後控石症を 6例経験し，胃切除術のs1!嚢総担管
に及ぼす影響について検討を加えた。
胃切除後胆石症の原疾患は全て良性胃十二指腸疾患で
あ予，結石の存在部位は担嚢4倒，胆嚢捻月豆管 2伊jで結
石の種類はピ系石5担j，コ系石1例であった。また胃切
除後症例では胆嚢陰影面積の拡大，総胆管径の拡張，担
嚢収縮率の低下の摂向がみられた。 
37.最近7年間における露頭十ニ揖腸切除 9挺0)換言す
大宮安紀彦，吉)Ij広和，斉藤弘司
〈幸手総合〉
我々の痘例の内わけは，中部胆管癌3伊tl，下部担管癌 
3伊tl，横行結腸癌 1例，十二指腸潰蕩1f7Uで、あった。こ
のうち79歳女性中部担管癌にて捧頭十二指腸拐除兼丹駅
模状切除を行った症例札工年7カ月後の現在も鍵棄に
外来通院中である。
